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ヒ ジ ュ ラ暦742年 カ ラ コ ル ム の ペ ル シ ア語 碑 文

磯 貝 健 一 ・矢 島 洋 一

は じ め に

本 稿 は,本 誌14号 に発 表 され た宇 野伸 浩 ・村 岡倫 ・松 田孝 一 「元朝 後 期 カ ラコ

ル ム城 市 ハ ー ン カー建 設 記 念 ペ ル シ ア語 碑 文 の研 究」[宇 野 ・村 岡 ・松 田1999]

(以下 「前 稿 」)で 提 示 され た,表 題 の ペ ル シ ア語 碑 文 の テ キス ト ・訳 注 の改 訂

版 で あ る.ま ず 本 稿 発 表 の経 緯 に つ い て 簡 単 に 述 べ て お きた い.

件 の ペ ル シ ア語 碑 文 は,元 朝 期 カ ラ コ ル ム(Qara-qorum)の ム ス リ ム達 が

ハ ー ンカ ー(㎞ 五nqahあ る い はkh五naqah .ス ー フィ ーの 修 道 場)建 設 を記 念 して

作 成 した もの で あ る.そ の 碑 石 は現 在 モ ン ゴル 国ハ ル ホ リ ン(XapxOPKH)の 仏

教 寺 院エ ル デ ニ ・ゾ ー(:)pnDHD-3YY)の 敷 地 内 に立 っ てお り周 知 の もの だ が,

W.W.Radloffが1892年 に拓 本 の写 真 を刊 行 して 以 来,N.N.Poppeら の 大 家 に

注 目 され なが ら も,本 格 的 な研 究 が な され る こ とな く放 置 され て きた.宇 野 ・

村 岡 ・松 田 の 三 名 は,1998年 に現 地 にお い て新 た に採 取 した拓 本 に基 づ き,

くの

1999年 に世界で初めてテキス トと訳注を含む詳細な研究論文を本誌に発表した.

それは百年以上にわたって誰も手を付けることができなかった難解な碑文の大

部分を解読 したまさに画期的な研究であったが,発 表後いくつか判読や解釈に

修正 を加 えるべ き箇所が見つかった.特 に,前 稿の筆者達の中にはイスラーム

学の専門家がいなかったため,イ スラーム法やスーフィズムに関わる部分は大

きく補訂する必要があることが判明 した.そ こで,イ スラーム法制史を専門と

する磯貝とスーフィズム史を専門とする矢島が新たに参加 して改訂版を作成する

(1)最 近,中 国でこの碑文 を扱 った論文が新 たに発表 されたが[何2006],そ こで提示

された申国語訳注 はほ とん ど宇野 ・村 岡 ・松 田1999に 拠 っている.

(119)



ことにな り,2005年7月10日,同 年10月22日,2006年3月30日,2007年

3月30日 に計四回の会合を開き,共 同で新たなテキス トと訳注の草稿を作成した.

その間,2006年8月 には,未 だ碑文 を実見 していなかった磯貝と矢島が前稿の

筆者達 と共にハルホリンにて碑文の実物 を調査することができた.そ の後,

草稿 と現地調査の成果を元に磯貝 と矢島が本稿を作成し,前 稿 と同じく本誌に

発表することになった.以 上が本稿の発表に至った経緯である.本 稿の筆者は磯

貝 と矢島であるが,そ の研究は前稿 による基礎があってはじめてなし得たこと,

また本稿作成の過程で前稿の筆者達から多くの教示を得たことは強調 しておき

たい.し かし勿論本稿の内容に関する責任は磯貝 と矢島にある.

前稿 にて碑文の研究史 と現状 は詳 しく述べ られてお り,ま た写真版 も掲載

されているので,本 稿ではそれらを一切省略し,専 ら改訂版のテキス ト・訳注

の呈示を行 うことにする.注 においても前稿で既に言及 されている基本事項に

ついての解説は省いたが,便 宜上一部重複する箇所 もある.ま た煩雑さを避け

るため,前 稿との異同については一々注記 しなかった.

テ キ ス ト

この碑 文 にお い て は,同 時代 の ペ ル シ ア語 テ キ ス トと同様,異 音 字B(b/p),

K(k/g),J(j/ch)の 区 別 は な い が,本 稿 の テ キス トにお い て は以 下 の原 則 に

従 っ て再 構 した.

(1)ペ ル シ ア語 につ い て は,現 代 ペ ル シ ア語 と同様 にP(p),G(g),Ch(ch)

の 文 字 を用 い る.な お この 碑 文 に はzhを 含 む語 はな い.

(2)漢 語 の音 写 につ い て は,有 気 音 を無 声 音 で,無 気 音 を有 声 音 で 表 記 す る

(補説1参 照).な お 本 稿 に お け る漢 字 音 は,原 則 と してPulleyblank1991に

依 拠 す る.

テ キ ス ト中 の 【...]は 判 読 不 能 箇 所 を表 し,[]内 の テ キ ス トは推 定 に よ り

復 元 した もの で あ る.疑 問 符(S)が 付 さ れた 語 は判 読 にな お 疑 問 が 残 る こ と

を示 す.〈 〉は欄 外 に刻 まれ た 語 を本 来 の 位 置 に挿入 した もの で あ る.碑 文 中
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で部分的に付 されている発音符号(sh田d)や ハムザは概 して不鮮明であるが,
　の

確実に判読できるものについてはテキス トに加えた.

幽 」メ1紳 」週15ム 」樹1・卸 い メ 」≦鋼1'L吟(1)

押1

向 道d争b」 晦,b』 縛 鄭 」b」区・」鶉.周 はL鱒 雄(2)

こ勘u脚 』 疎b♂ 扇1。騨 凄"d・5

い5}り 轟癖IJ島l」 兆 陣 」必,1しe聾 」.両 場 ♪u(3)

d炉 雌,IJ聖 陣 典 メ岬 卿 ρ甲1・勇湘

`メ リ ♂塚 」ム」♂し幽 吋 』jb邑 轟L舛ψ」乙聴"」(4)

b6ぬql繭 脇5並 い 凶u」凶

q_≦_]劃ljl?山 』 し[_P勘 漣 ・畠吟 並5,1メ(5)

魯 ・≦L」』5山 博 纈 ・蜘

ちL遡IJ凶 凹 醐 二 の]一』 と.戸・喚 ∬ ㎞ α拍 岡(6)

埴』 」鋼 遡 ゆ 鱒 属 山b囲5」1劃 御b

61幻1鵡 勲u[」 ♂]タの》1こ増♪u56』1許 副 σ・(7)

一 り(SIC.)押1鱒 画 凶 りL[』]∂㎞ 」6M

(2)た だし,語 中のaを 表す 不要 なmaddaと,語 末のYに 付 くエザー フェを表すハ ム

ザが散発的 に付 され ているが,本 稿 のテキス トでは省略 した.
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踵 ひ日 よ・[?▲1α]幽 σ9.ゆ こ鱒」15覗 い 調 が 調1(8)

副1圏 ∂1・bい メ5。[_]鋼 仙 【6_{.jl酔 、刈 紬

与L領 メ 」固

6こ、姻1?6・ 、タ』ゆ[」逼σ9へ],絢 σ9鞠 σ≒郵り 」5ソ1止(9)

幽 」獅 」 、越,1⊥ 逼」δ⊥》[?謁・L]』」L劇lb

jlの 」轟臨 』.戸5へ 卵1[5刃 』順 』 ♂」.挿L勇騨 扇 ・1ぬ1(lo)

・脇園lo輿 斜 ・ピ」・の区融5・b訴 鞠 .恕

』bふ 》1ψ 巡[ _]bへ[?』1岡 脳 ご』し・6}6叫 』5尋 喚(ll)

ω ひ騨 扇 姻b6癖 ♂、典 夢[5ム」L]→記』,5

[?」」、均 轟L刈 篠 氏 炉[?61≒]晶 メ び 向 固 勺 葭メ 鞠(12)

幽5帆 触 び.凶 」囲 ぎ」」ムb・[?51】σ通 同 掴 」

詳 鱒 へ瀞 頓 噸 」 のこ.郵b」 崩 辱 嶋 が`距e通(13)

・』 』16、鈎 園1@メ メ 粛 ナ[÷_].浜 》 い

函 融」b≒.増1[?ひ 占]」り 山巡メ1替 乙一1?、 典(14)

幽'』 壽56晶 讐 調 ・恥t[εb]1ρ5」.炉61《,

。脇 し….

ε風[_曾 ひ]→≒」こ、蝉 博 砧 ム1ム<o降d」 さ・～鍋 澱,1(15)
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汕 耐 套 σ融 』1ひ[夢闘 一1・恥 、1、桑 ♂ 誘 」晶・鱒,

畠、爵 喚 ・」嫡 の 』尋

髄 当'㎏ 囹6L遡 山1幽'♂ ヂ凶 み 」・(16)

頓 。」b調 。鶴 、痴1こ 厚」1榊[び 】薦61≒ 山 ゆu

..』応,・ 郎 距 弊1タ 幽 げト…]山}判 ・増 巡 謬5(17)

副 い 」ω6追 」b'o、 鼻 諏♪ ・色卜_5

・,勘 ・戴 み α、典,ト ム]」、勢融、・』 」軸.尉 、』1(18)

♂ メ 山 」始 典 工典 ひ回1]鞠 び α副 」」・轟

画 の'メ 山 メ げ典[_]α 」い押 が 融15(19)

こ憩」・の喚 」メ 譲 α』b調[...]≦ の1ソL蔑 膳.幽IJ(20)

知 αu拍 喚1び 」か 幽[_]?o播 力 囲 ∫ 幽[…]

鞠 び 融L副}鯉 ㎏[..」L]→・』・免、轟 飢 画 鞠 ・(21)

♪b・ び叫 ♂L・い ♂肉 タ[...]へ弊 ♂ 鱒 融」l

J6恥15[動]・ 囲[」 山 誤]纈o盾 」1期 い1・・.≦峡22)

ρ押 」L斡,嶋 。画[...]譜[?,』 ・'.戸 調 郵

タさ、戸

?」・四 、向 を・い ・勒 ・[_]き.浄 ・眺 こ以1山掴 」山 、メ」山(23)

典 」岬 勺bρ 圃 融b山 ・[...・し]鮎 融1・恥
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鋼6L脚6レ 馬6』 築15.労凶jl囲 ・』こ絵」1鞠 び1αll(24)

uソメ ♪ σ亟 幽 」亀 ≦6固 紳 ρ5」.炉

副1誤 」陣 詞UY、 門 副IJ属 函 ソ1び σ9凶 ソ1び(25)

?♂ 晦 ・1鵡噸」メ・び動 ・匂・1∫LJ←41」典 ・橿・Lメ・}掴1

6喚L薪5σ ψ」.函 漂1耐 ∫・5♂ ∫L逃 漉1ぬ ・昏1.戸5(26)

融 鯉 輿?艇 典 勺.膳 。駆 ω 函 。」恥,漉1融 喪

」梅」5」メ」尋」L4灼 の の 」謬 」1ん,欝1融Lメ 』髄 ・.5(27)

}5鞠 」、吟り ρ1∫1φ匿 周 は@6甲 」 刃 ㎞ 甲」

5恥 。些 」典 り 、声 ρ鱒5」 艸 」♪4ざ 馬 癖5♂ り(28)

6謁 ソ?)煽 西 』ソい 晶」噸 し∂り1ム1麺 い 』

∂♪4鹸 団l」凶3∫ 顛漉 凶}」 硬16腫 ソい(29)

こい 馬6`り り ㎏ 。脇L」 鞠 鞠 ÷?」巳』ヒ漂」IJ恥

函 メ囹 タo踏 』裡 ♂ 焔奨一 外1糞 典 噸6座 輿1タ(30)

裡'軸 』L戸 外1、弊 ・《 。リ ソL・のL曲 」画 。納 囲 」

典

些(メL癖o逃 融 詞 紬(鋼1典 ・画 翻 幽 融」1・幽(31)

e邸 一 ∂.郎 議1ぬ σ逃 。・・凶 タ6」 二。繭 噸 曾。i
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裡.鼻 融』L阪 《 裡 鼻?の 』.郵 』融 ∂鱒 こ碧翫 嘱(32)

融」19)ヒ 」姻5畠 ㌔」』、メ 融jl9)ヒL斑 』5こ α跡}増1L幽

典 触?♂ 真

e滅L処 融?幽L趣 一L郵 辱∫ 融」bし二 σ逃 仙 α凶 坤(33)

謹 辱融Lり 穏漉18』 σ逃a山 ∫』ふ1些o愁 』触 融」1

蒔 こ暴」1}嫡 、劃惣 愉 』 こ碧」bヒ 、典 融 輝 副1ρ 』(34)

9)ヒ4÷L戸 顛畠}βメ}昏b畠4≦ ♂1,,げ 。し謁1σ謡』こ縛?蒔

轡 融」l

e滅Uソ 」跨♂1融jl埆 」耐 タ 」免L鈎 ソ,e』1」 触 耐 」昏(35)

些 副1こ じ?一 喬ejl幽,心 ム4融 」1縛 ♂」」L4こ 絵』1

ζヒ紬

'L一 岬1≒ 。 典 裡 ∂ 脚 融」1.蝉 のu三 』 い 一L(36)

ご這耐 」昏L幽 一脚ejlL麟 聚」5ム 」幻幽 漉bし 嶋4弓Ll、弊

♂ 幽1こ 竣jl

。眺 」鞠 略 ∂ 、艶4融 』1♂』 己厚」IJ嬉 α1副 δ.酔 」、舜(37)

へ戸馬 。係凶坐5娼L}ら}1。 』L5?49諏 一

画 ヒL㎞ の9融」L至メ}制1(38)

劇 リメ 赴 麟>fマ 娠(39)
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日本語訳

〔 〕は訳文の補いを,()は 直前の語の説明を,[

表す.?は 判読 ・解釈になお疑問が残ることを示す.

]は 推定に基づ く訳を

(1)彼(神)は 永 遠 に生 け るお 方 で あ り,い か な る事 物 を も統 制 され る お方 で

あ る.彼 は真 な るお方 であ り,運 命 を定 め るお方 で あ り,栄 光 あ るお方 で あ る.

「な ん と良 き守 護 者 で あ られ る こ とか.な ん と良 き援 助 者 で あ られ る こ とか」.

(2)養 育 者 〔た る神 〕に無 数 の 称 讃 あ れ.創 造 者 〔た る神 〕に多 くの 感 謝 あ れ

一 そ の力 の 偉 大 な らん こ と を
.そ の言 葉 の高 か らん こ と を.〔 神 は 〕人 間

の 魂 を 理 性 の 光 もて 飾 り,(3)〔 人 間達 が 〕善 と悪,益 と害 を 区別 で き る よ

う に して 下 さ った.そ して 修 行 の徒 た る聖者 性 の持 ち 主達 に霊 感 とい う特 権 を

授 け,彼 らが そ の 助 け に よ っ て 欲 望 とい う障 害(4)と 疑 念 とい う ヴ ェ ー ル を

克 服 し,不 正 な性 質 や悪 魔 的 な悪 徳 や 邪 な 多 神 教 か ら救 わ れ,ム ハ ンマ ドの

導 きの た い まつ を(5)灯 す よ うに して 下 さ っ た.そ れ は災 害 の暴 風 が[…]

の如 く[で あ る.]そ れ に よっ て,諸 天 は順 行 し,(6)ム ハ ンマ ドの 信 仰 の諸 柱

とム ス タ フ ァー(ム ハ ンマ ド)の聖 法 の土 台 彼 に最 良 の祝 福 が あ らん こ と を

を据 え る場 所 の土 地 は強 固 ・堅 固 に な って い る.そ れ は,彼(ム ハ ンマ ド)

彼 に平 安 のあ らん こ と を 一 が 「私 の民 の うち の一 群 は,(7)最 後 の 時 が

来 る まで正 し くあ り,勝 利 し続 け るだ ろ う」と言 っ て い る通 りで あ る.こ れ ゆ え

に,ま た 篤信 と確信 の ゆ えに,真 知者 達 の 枢軸 に して探 求 者達 の模 範 た る アブ ル

マ ア ー リー ・ア ラー イー ・(8)シ ャ イ フ ・ブルハ ーヌ ル ミッ ラ ・ワ ッデ ィ ー ン ・

ウマ ル ・プ ン ・ム ハ ンマ ド[・ プ ン ・ア フマ ド?]・ プ ン ・ウマ ル ・[サ ー ガ ル

ジ ー …]一 神 が 裁 きの 日 まで 彼 を守 り,[…]し,助 け,保 護 せ ん こ とを

は,自 らの 弟 子 の(9)筆 頭 で あ る ア ブ ル フ ァ イ ド ・サ イ ー ド ・プ ン ・

ワジ ー フ ・プ ン ・シ ャ リー ウ ・[…]・ マ ス ウー デ ィ ー を,正 し き道 にお ける教

導 の た め に,資 金 を持 たせ てハ ンバ リクの 町か ら(10)カ ラ コル ム の方 に 一一 神

が 両 都 市 を守 らん こ とを 派 遣 した.そ れ は,彼 が そ こ に 〔ス ー フ ィ ーの 〕
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道 を行 く者 達 や 〔神 の〕敷 居 を探 す者 達 や 神 を求 め る者 達 の た め にハ ー ン カ ー を

(11)建 設 し,神 の探 求 者 達 が 「神 へ と赴 くた め に」[神 を観 照 す る?]旅 程 を

進 み,「 ジ ュ ナ イ ドの 籠 り」の 味 得 の は た ら き を復 活 させ る よ う にで あ っ た.

そ して,こ の(12)弟 子 た るサ イー ドは,導 師た る シ ャイ フの指示 に よ り,コ ル ム

の 町[…]に 到 着?し た.[彼 の?]魂 は 苦 悩 の 炎 の 中 で シ ャ イ フ の 視 線 を

待 望 し,(13)自 らの シ ャイ フの 祝 福 され た る魂 を,〔 シ ャ イ フが 〕派遣 を命 じた

通 りに,待 ち望 ん で い た.や が て,[…],援 助 者 で,支 援 者 た る大 ア ミー ル,

知 者 達 の教 育 者,弱 者 達 の 強化 者,(14)善 行 の 促 進 者?,祝 福 の源,コ ル ムの

町 の総 管 ア ブ ル[ハ サ ン?]・ ア ミー ル ・バ ドル ッデ ィ ー ン ・ビ ン カテ ィー?一

一 神 が彼 の生 を[永 続]さ せ ん こ とを が
,誠 実 な る決 意?と 清 浄 な る意 志 に

基 づ き,(15)カ ア ン 神 が 彼 の王 権 を永 遠 た ら しめ ん こ とを の御 代 につ

い て の祈 願 の た め に,ハ ー ンカ ーの 仕事 に取 り掛 か り,こ の[…]に 着 手 した.

そ の 時,親 愛 に して 由 緒 正 しい ハ ー ジ ャ ・ア ミー ヌ ッデ ィー ン ・プ ン ・ハ ー

ジ ャ ・ムハ ンマ ド ・ブハ ー リーが,自 らの存 命 中 に,(16)所 有 権証 書 に そ の こ と

につ い て書 か れ てい る,[…]家 屋 を含 む区 画 の すべ て に つ い て,[シ ャ イ フ ・]

サ イ ー ドゥ ッデ ィー ンに対 して ハ ー ンカ ー の た め に 言葉 を語 り,(17)恩 恵 を述

べ て いた .そ して,[…]の 死後,こ のア ミー ヌ ッデ ィー ンの相 続人 であ る ワリー ・

ハ ー ジ ャ ・ム バ ー ラク シ ャー と[… と …]・ アズ ィー ズ ・ハ トゥンは,(18)こ の

自分 達 の被 相 続 人 の意 を満 たす た め,上 述 の 区画 の私 有 財 す べ て を,ま さ に こ

の シ ャ イ フ ・サ イ ー ド ゥ ッデ ィ ー ンに,適 正 で 適 法 な贈 与 に よっ て 贈 与 し,

(19)こ の シ ャ イ フ ・サ イ ー ドゥ ッ デ ィー ン は,[…]適 正 で 適 法 な引 き渡 し

[…].そ して,(20)こ の大 ア ミー ル,競 い 合 う者 達 の 誉 れ に して神 の[…]た

る,バ ドル ッデ ィー ン ・ビ ンカ テ ィー?総 管 の 衆議 は この[…]に 同 意 し,相 続

人達 に?[…]彼 ら に よる この 贈 与 の撤 回 の合 法 性 に対 す る障壁[と して?…]

(21)こ の シ ャイ フ ・サ イー ドゥ ッデ ィ ー ンの ため に贈 与 され た200バ ー リシ ュ

の 中 統 宝 紗[…]を,自 らの 努 力[…]末 尾 に名 前 が 記載 され て い るハ ー ジ ャ

達[…](22)こ の相 続 人 達 に[適 正 な 引 き渡 し に よ って]引 き渡 した.彼 ら は
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そ れ を[適 法 な贈 与 と して?]受 け取 っ た.[ま た?]さ らに[…]バ ー リ シ ュ

の 額 の 紗 を 自 らの 手 当 て の 内 か ら,(23)こ の 傷 つ い た ハ ー ンカ ー の 修 繕 と修

理 に[…],自 ら は?こ の ハ ー ンカ ー の仕 事 に[…],こ の 事 業 を完 了 した.

(24)こ の シ ャ イ フ ・サ イ ー ドゥ ッデ ィ ー ンは,コ ル ムの 町 の 一 連 の 信 頼 す べ き

名 士 達,貴 顕達,カ ー デ ィー達,導 師 達 と協 力 した.マ ウラ ーナ ー ・(25)シ ャイ

フル イス ラ ーム ・プ ン ・シ ャイフ ルイス ラ ーム ・カマ ール ッデ ィー ン と,マ ウラー

ナ ー ・イ マ ー ム ・フマ ーム ・ル クヌ ッデ ィ ー ン ・ハ テ ィー ブ 〔と〕,ハ ー ジ ャ ・

ジ ャ リール ・ア ス ィール 〔と〕,ハ ー ジ ャ ・デ ィフカー ン〔と〕,ハ ージ ャ ・シ ャー ・

アジ ー クナ ー ミー?(26)と,ハ ージ ャ ・サ ア ドゥッデ ィー ン ・バ ラーサー グーニ ー

と,ハ ー ジ ャ ・ア ブ ー ・バ ク ル ・ライ ー ス と,そ の 他 の 人 々の この高 き衆 議 は,

ア ミー ル 彼 の力 が増 さ ん こ とを の た め に,こ の 「ジ ュ ナ イ ドの籠 り」の

偉 大 な ハ ー ン カ ー の 中 に石 〔碑 〕を建 て(27)た.こ の 偉 大 な ア ミー ル の命 令

に よ り,時 代 を越 えて,昼 と夜,幾 年 幾 百 年 の 時 を経 て,年 か ら年,時 代 か ら

時 代 へ と,(28)日 か ら 日,月 か ら月 へ と,ラ ッパ が 吹 か れ る ま で想 起 され,

ま た復 活 の 日 まで周 知 され つつ 永 続 し,存 続 す る よう に.も し十 全 な る神 が 望

み給 うな ら.雷 は地 にお い て 豪雨 と共 にそ れ に光 る こ とな く,稲 妻 も(29)地 平

線 上 にお いて 〔光 ら〕な い.ア ー メ ン,万 有 の 主 よ.ム ハ ンマ ドとそ の一 族 す べ

てへ の 祈 願 を もっ て.ス ー フ ィ ー ・ジ ャ ラ ー ル ッ デ ィー ン ・ア トフ ァ ー ル?

は,ハ ー ン カ ーの 〔た め の 〕ワ フ ク 〔物 件 〕と して,四 軒 の 店舗 を建 て た.

(30)ハ ージ ャ ・デ ィ フ カ ー ンは20バ ー リ シ ュ,ハ ージ ャ ・.ムハ ンマ ド ・カ ー

デ ィー は5バ ー リシ ュ,ハ ージ ャ ・ア ブー ・バ クル ・ラ イー ス は15バ ー リシュ,

パ フ ラ ワ ー ン ・サ ー ラー ル は10バ ー リシ ュ,ハ ー ジ ャ ・フ ァフ ル ッデ ィー ン ・

カ ー デ イ ー は5バ ー リ シ ュ,(31)シ ャム ス ッデ ィー ン ・ビ ン カテ ィー?は5

バ ー リシ ュ,ハ ミー ドゥ ッデ ィー ン ・アル マ ー リギ ー は5バ ー リ シ ュ,ハ イル ッ

デ イ ー ン ・アブ ドゥ ッラ ー は20バ ー リシュ,タ ガイ ・ハ ー ジ ャは10バ ー リシュ,

サ ア ドゥッ ラー ・ケ ンゲ ル リは30バ ー リシュ,(32)ジ ャマ ール ッデ ィ ー ン ・ス ー

フ ィー は5バ ー リシ ュ,マ ハ ー ン?・ 提 墨 は5バ ー リシ ュ,イ ッズ ッデ ィー ン ・
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提 器 は5バ ー リ シ ュ,ア ミー ル ・フサ イ ンは2バ ー リ シ ュ,ア ラ ー ウ ッ デ ィ ー ン ・

ダ ル バ ー ニ ー?は2バ ー リ シ ュ,ア ラ ー ウ ッデ ィ ー ン ・ハ ル ワ ー イ ー?は3バ ー

リ シ ュ,(33)マ ジ ュ ド ゥ ッ デ ー ン は3バ ー リ シ ュ,イ マ ー ド ゥ ツ デ ィ ー ン は

2バ ー リ シ ュ,ム ハ ン マ ド ・ハ ー ミ リ ー?は5バ ー リ シ ュ,シ ャ ム ス ッ デ ィ ー ン

は3バ ー リ シ ュ,ア ブ ド ゥ ッ ラ ー ・タ ウ ィ ー ル は5バ ー リ シ ュ,フ サ ー ム ッ

デ ィ ー ン ・、パ ー ル サ ー は5バ ー リ シ ュ,(34)ニ ザ ー ム ッ デ ィ ー ン ・テ イ カ?は

5バ ー リ シ ュ,イ マ ー ドゥ ッ デ ィ ー ン ・ジ ャ ン タ?は5バ ー リ シ ュ,シ ハ ー ブ ッ

デ ィ ー ン ・ス ィ ン ジ ン?は20バ ー リ シ ュ.最 後 に 言 及 さ れ る ス ー フ ィ ー 達 の 名

前 は 以 下 の 通 り.ハ ー ジ ャ ・ア ラ ー ウ ッ デ ィ ー ン ・ク トル グ,(35)ハ ー ジ ャ ・サ

イ フ ッ デ ィ ー ン ・ル ・郎 中,ハ ー ジ ャ ・ラ シ ー ド ゥ ッ デ ィ ー ン ・ア ヒー,マ ウ ラ ー

ナ ー ・シ ャ ム ス ッ デ ィ ー ン ・サ ガ ー ン ジ ャ ー ニ ー?,ナ ジ ュ ム ッデ ィ ー ン ・サ ド

サ ー ラ,ブ ル ハ ー ヌ ッ デ ィ ー ン ・キ ム シ?,タ ー ジ ュ ッ デ ィ ー ン ・ア ブ ド ゥ ル

フ ァ ッ タ ー フ ・(36)ハ ー ッ ジ ー,大 い な る 賢 明 フ ァ フ ル ッ デ ィ ー ン ・ス ー フ ィ ー

は5バ ー リ シ ュ.ア ブ ド ゥル ジ ャ リー ル ・ス ー フ ィ ー,ハ ー ジ ャ ・イ マ ー ド ゥ ッ

デ イ ー ン ・ブ ル ガ ー リ ー,ハ ー ジ ャ ・シ ャ ム ス ッ デ ィ ー ン ・ミ ー ル マ ジ ュ リ ス,

ハ ー ジ ャ ・タ ー ジ ュ ッ デ ィ ー ン ・ア ン ド ゥ カ ー ニ ー ,(37)ハ ー ジ ャ ・カ リ ー ム ッ

デ イ ー ン ・イ ブ ン ・ジ ャ マ ー ル ッ デ ィ ー ン,フ サ ー ム ッ デ ィ ー ン ・ス ー フ ィ ー.

幸 運 な る?ハ ー ン カ ー の ワ ク フ の た め に 井 戸 と貯 水 池 と手 洗 い を建 て た.

(38)書 記:シ ャ ラ フ ッ デ ィ ー ン ・プ ン ・ム ハ ン マ ド ・ハ ー ンバ ー リ キ ー

神 が 彼 と彼 の 両 親 を赦 さ ん こ と を.一.

(39)742年(西 暦1340～41年)

注

1,a置一m皿dabbiruku皿aamrin

α'一gκ〆伽 第10章3節 他 数 ヶ所 に見 え る 「〔;神は〕事 物 を統 制 す る(yudabbiru

al一'amra)」に基 づ く表現
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1,fa・ni`maal・mawlawa・ni`maal・nasir

al一(ル〆伽 第22章78節 よ り.な お接 続詞 飽 を欠 く形が 第8章40節 に も見 え る。

3,ah1-iijtihad

ス ー フ ィー の修 行 は しば しば 「闘 い(jihad,muj臨ada)」 と表 現 され る.こ こ

で は そ れ ら と同語 根 のijtihadの 語(通 常 は 「努 力 」「立 法 行 為 」等 の 意)で 修 行

を意 味 す る か.

3,arb5b・iwalfi

「(神に)近 い 者,(神 の)友 」を意 味 す るwaliの 語 は一 般 に聖 者 を指 し,「 聖 者

た る こ と」「聖 者 性 」は 同語 根 の 抽 象 名 詞 形 でwalEya(t)と い う.こ こ で は 同 じ

よ うに 「聖 者 性 」の 意 味 で動 名 詞 形walE(')の 語 を用 い た か,walayatの 語 尾 一yat

の欠 落 とみ な し,「 聖 者 性 の持 ち 主 達」=「 聖 者 達 」を表 す と考 え た 。

3,ilh盃m

聖者 達 は しば しば神 か ら直 接 に知 識 を受 容 す る と され るが,イ ス ラー ム の教

義 上,啓 示(wahy)は 最 後 の 預 言 者 で あ る ム ハ ン マ ドよ り後 の 人 間 に下 され

る こ とは あ り得 な い た め,聖 者 達 に 対 して は用 語 上 区 別 して 「霊 感(ilham,

inspiration)」 の 語 を使 う.

5,tundbfid-inaw5zil_af1盃kmustaqimast

mustaqimは 普 通 「まっ す ぐな」を意 味 す る形 容 詞 で あ るが,こ こで はおそ ら く

天 文 学 ・占星 術 用 語 で,天 体 が 「順 行 して い る(direct,prograde)」 こ と をい う.

占星 術 にお い て は 一 般 に天 体 の 逆 行(rujU`,retrogradation)は 凶 兆 と され るの

で,「 諸 天 力訓頁行 して い る」とは,天 体 が 地 上 に厄 災 を齎 す よ う な動 き をす る こ

とな く正 常 に運 行 して い る状 態 を指 す と思 わ れ る.

な お 『元 史 』に は,本 碑 の 紀 年(1341～42年)よ り数 年 前 の 至 元 元 年 二 月
くの

(1335年)に 火星が逆行 した記事が見える.惑 星の見かけの逆行自体は決 して

珍 しい天文現象ではないが,『 元史』に記録されているのはその一度のみであ

り,当 時天体の異変として比較的強 く意識されていたと思われる.ま た 「元史』

(3)『 元 史 』巻38順 帝 本 紀,巻49天 文 志.
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くの

に は各 地 に お け る 天災 が コ ンス タ ン トに記 録 され てい るの で 特 に この 時 期 の み

に大 きな 災 害 が見 舞 っ た とは い え な いが,本 碑 の こ の部 分 が そ れ ら現 実 の 天 変

地 異 を 意 識 して い る可 能 性 は あ る だ ろ う.

6■7,15taz盃lu専5,ifatun_al-s5`atu

ハ デ ィ ー ス よ り.所 謂 ス.ンナ 派 六 書 に は完 全 に一 致 す るハ デ ィ ー ス は な い

く　ラ

が,い くつ か 同 意 の もの が 見 え る.

8,ShaykhBurh5nal・millawa・a1・din`Umarb。Muhammadb.Abmad(?)

b.`Umar...

当 時 ハ ンバ リ ク(Khdnbaliq,大 都)に い た ス ー フ ィ ーBurhanak㎞Saghaljl(あ る い

はSagharchi)を 指 す と思 わ れ る.Burhanal-dinSagharjiに つ い て は,同 時 代 で

は 唯 一lbnBattata(1368/9年 ま た は1377年 没)の 旅 行 記 が 言 及 し,そ の 後 中 央 ア

ジ ア や イ ラ ン の ペ ル シ ア 語 史 料 に も現 れ る[IbnB劇a,v.4,pp.295-296;家 島2002,

P.52;MawldnaShaykh,PP.74-77;川 本2005,PP,72-75;Ibna1-Karbala'1,v.1,PP,68-69; くの
Muhammadb.`Abdal-Jal'ilSamarqandi,pp.103-128;cf.DeWeese1988,p.52].SagharjI

に 関 して そ れ らの 史 料 か ら得 ら れ る 主 な情 報 を ま と め る と,以 下 の 通 りで あ る.

・Kubrawiyaタ リ ー カ(tariqa
,す な わ ち ス ー フ ィ ズ ム の 教 派 や そ れ を 奉 ず る 教

くわ
団)に 属 す るNaral-dinIsfara'ini(1317年 没)と そ の 弟 子`Ala'al-dawla

Simndni(1336年 没)の 両 者 か ら教 導 を 受 け た ス ー フ ィ ー で あ っ た.

(4)カ ラ コ ル ム に 関 して は,延 祐 五 年 二 月(1318年)に 日食 が あ り和 寧 路 に地 震 が,

泰 定 四 年 三 月(1327年)に は再 び和 寧 路 に 地 震 が あ った こ とが記 録 され て い る.

『元 史 』巻26仁 宗 本 紀,巻50五 行 志.

(5)5如 功 α1一翫 肋δrr,Ki励al4`t噛mbi-al-kitabwa-a1-su㎜a[牧 野(訳)2001,p.255];

5α観1ハ4配 ∫〃加,Kit巨bal一'iman,Kit巨bal一'imara;∫ 槻 α〃 わηM⑳,al-Muqaddima;∫ μηαη肋r

Dδ瞬4Kilabal-jihad;∫ ㍑η研 α'一丁'r〃2∫4鳳Ki塩bal-fitan`anrasOIAII瓢h.な おtazaluをyaz互lu

とす る もの も あ るが,文 法 的 に は どち ら も可 能 で あ る.

(6)S温gharj1の 冒 頭 の 子 音 字 は,IbnBaζ 噴aの みSと し,ペ ル シ ア語 史 料 は すべ てSと

す る.

(7)KubrawiyaはNajmal-dinKubr紙1221年 没)の 道 統 に連 な るス ー フ ィー 達 が 奉 ず る

教 派 を指 す が,教 団 と して は それ らの スー フ ィーすべ て を統 べ る組 織 が あ った わ け で は

な く,各 地 で個 別 に活 動 して い た.ま た13～14世 紀 の 段 階 で はKubrawiyaと い う名

称 自体 用 い ら れ て は い な か っ た が,本 稿 で は 便 宜 上 そ の 教 派 をKubrawiyaと 呼 ぶ.

(131)



・中央 ア ジ ア か ら中 国 に移 住 し
,ハ ンバ リ ク に住 んで い た.元 朝 下 に お け る有

力 な ム ス リム で あ っ た.

・あ ら ゆる史 料 にお い てBurhanal -dln(al一)舘gharjlと の み呼 ば れ,ism,kunya等

他 の 人 名 構 成 要 素 は 一 切不 明 で あ る.nisbaか ら,出 身 はSamarqand近 郊 の

S聖h的(Sagharch)と 思 わ れ る.

そ れ らの 情報 を本 碑 に現 れ るBurhanal-dlnと 比較 す る と以 下 の 通 りであ る.

・後 述 の よ うに,本 碑 はKubraw正yaに 関わ る もの であ る と考 えられ るの で,本 碑 の

Burhallal-dmもKubrawlyaの 系統 に連 なる スー フ ィーであ った可 能1生が 高 い.

・本 碑 のBurhanal -dinが ハ ンバ リ クの 有 力 な ム ス リム で あ った こ と も碑 文 の

内容 か ら確 実 で あ る.

・名 前 につ い て は
,laqabのBurh勘al-dlnは 一 致 す る.`Umarb.M助a㎜adb.

Ahmad(?)b.`Umarの 名 は 上記 のBurhanal-dmSagharjlと 比 定 す る材 料 に は

な ら ない が,同 時 に そ れ を否 定 す る材 料 に もな らな い.一 方,比 定 の 決 め 手

と な るべ きnisbaに あ た る 部 分 は残 念 なが らsoyonboの 刻 線 と重 な っ てお り

完 全 に は判 読 で きな い.し か し,soyonboの 合 間 に読 み 取 れ る ア ラ ビア文 字

の 刻 線 をALSAGhRJY(al-Sagharjl)と 考 え て も矛 盾 しな い.

灘欝 霊閣璽」ζ鳶
いサ リ リ ノ ノ ノ じ と

嚢盤 覇翻 螢 、
nisba部 分の拓本(左)と その復原図(右)

t

以 上 の こ とか ら,本 碑 のBurh巨nal-dinはIbnB韻Uta旅 行 記 を は じめ とす る

ア ラ ビ ア語 ・ペ ル シ ア 語 諸 史 料 に見 え るBurh五nal-dlnS巨gharjlそ の 人 で あ る

可 能性 が 極 めて 高 い と思 わ れ る.
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な おAhmad(?)の 部 分 は 末尾 以外soyonboの 枠 線 に重 な っ て い るた め 別 の 名

の 可 能 性 もあ る.ま たal-Sagharjiの 後 に もう一 つa1一 で始 まるnisbaが 続 い て い

るが,判 読 で き な か っ た.

9,al・HFWDY(?)

明 らか にnisbaで あ るが,そ の 由来 は不 明.

11,1i■dhah盃bilAAIIfih

al-eu〆 伽 第37章99節 の 「私 は 私 の 主 へ と赴 く('i㎜idh五hib'ilirabbi)」 に

基 づ く表 現.

11,wa多5,if・idhawqi

soyonboの 枠 線 が 刻 まれ て い る た め 部 分 的 に しか 判 読 で きな い が,こ の よ う

に 復 元 した.ス ー フ ィズ ム に お い て は:神秘 体 験 の こ と を しば しばdhawq「 味

得,味 わ う こ と」と表 現 す る.waza'ifは 器 官等 の 「は た ら き」を意 味 す るが,

後述 の よ う1にこの 碑 文 がKubrawiyaに 関係 す る もの で あ る とす る と,lata'ifの

誤 記 で あ る 可 能 性 もあ る.ス ー フ ィズ ム で は 神 秘 体験 を感 得 す る 内 的 器 官 を

la1ifa(sg.)/1ata'if(p1.)と 呼 び,そ の 理 論 は特 にKubrawiyaに お い て発 達 した.

11,khalwati・yiJunaydi

く　ユ

「ジ ユ ナ イ ドの籠 りの」.「 ジ ュ ナ イ ドの籠 り(khalwat-iJunayd(i))」 とは,

Kubrawiyaに お い て 中 心 的 な位 置 を 占 め る修 行 法 の 名 で あ る(補 説2参 照).

本碑 に この 言葉 が 現 れ るこ とは,こ のハ ー ンカ ー建 設 に 関 わ った のがKubrawlya

の 系 統 を引 くス ー フ ィー達 だ っ た こ と を示 して い る.

14,Binkati(?)

綴 字 上 はBBKBYと 判 読 され るが,判 別 点 が 不 明 瞭 な の でBの ス トロー クは

T・Th・N・Yも 可 能 で あ る.20行 目で同 じ人物 名 に,ま た31行 目で は別 人名 に

付 さ れて再 出 す る.お そ ら くnisbaと 思 われ,以 下 の 三 つの可 能性 が 考 え られ る.

(8)khalwati(KhLWTY)のLは や や 不 鮮 明 で,bayati(耳YWTY)「 生 命 の 」と も読 め

るが,後 者 で は意 味 が 通 じに くい 。
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第 一 は,Binkatlで あ る.Y2qttt(1229年 没)の 地 名 辞 典 に,ソ グ ドのIshtτ ㎞an

(現 在 のIshtixon)の 村 の 一 つ と してBinkatが 言 及 さ れ て い る[YaqUt,v.1,p,746].

第 二 は,同 名 のBinkatiで あ る.IStak㎞(951年 頃 没)やMuqaddasi(985年 頃 没)

はal-Shash(Tashkent)に あ るBinkathに 言 及 し,Yaqatも1§takhriの 記 述 を 引 く

[al-IS重a㎞rl,p.328;a1-Muqaddasi,pp.264,276;YiiqUt,v.1,pp.746-747;Bartholdl977,

pp.171-172].ま た 伽 嗣 α'一`dilam(10世 紀)やBirdnl(10～11世 紀)の 著 作 に も

Tashkentの 中 心 地 と し て 言 及 さ れ て い る[Minorsky1970,pp.ll8,357].Binkath

とBinkatは 同 一 語 の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン で あ り,こ の 時 代 に はBinkatと 呼 ば れ て

くの

い た と思 わ れ る.こ のBinkatに はサ ー マ ー ン朝 時代 か ら造 幣所 が あ り,モ ン ゴ

ル帝 国 期 に もチ ャ ガ タイ ・ウル ス下 の造 幣 所 の一 つ が あ った こ とが 現存 貨幣 か ら

知 られ て い る[naB」{noBvaq1972,pp.51-60;πaB㎎oB四1979,pp.241-245].

第三 は,Tankuti(あ るい はTanguti)で あ る.YaqUtの 地 名辞 典 に,al-Shashの
ロの

町 の一 つ と してT血 ㎞ が 言及 され て い る[Yaqut,v.1,p.880].

以上 三 つ の うち どれ が 妥 当 か を判 断 す る 材料 は な い が,テ キ ス トと翻 訳 で は

仮 にBinkatlを 採 用 してお い た.

14,zfingw盃n・ishahr・iQurtim

「コ ル ム(カ ラ コ ル ム)の 町 の総 管 」.「総 管」に再 構 さ れ る近 世 音 は[tsugkon]

な の で,厳 密 に はkafは 二 つ(「 総 」の 韻 尾 と 「管 」の 声 母 の 分)書 か れ る べ き

で あ る.ア ラ ビ ア文 字 表 記 漢 字 音 で は 韻 尾[一n]と トg]が 区別 され な い事 例

も報 告 さ れ て い るが[遠 藤1997,p.69],こ こで は次 の[k】 音 との 間 に生 じた

degeminationと 考 え る べ きだ ろ う.

和 林 路 総 管府 は皇 慶元 年(1312年)以 降 は和 寧 路 総 管 府 に改 め られ たが,本

碑 で は未 だ 「〔カ ラ〕コ ル ム 」の 名 称 が 使 わ れ て い る.ペ ル シ ア語shahrが 「路 」

に 対応 す る行 政 上 の タ ー ム で あ っ た か ど うか は 不 明 で あ る.

(9)そ れ ぞ れ の 語 末 の 一kathと 一katはSogd.kanθ 「町」>kaθ>katの 変 化 を反 映 してい る

(吉 田 豊 氏 の 御 教 示 に よ る).

(10)な お,タ ン グ ー ト(TNKWT)が 稀 にTNKTと 綴 られ る こ とが あ る[耳amdAllah

MustawfiQazw五ni,P.257].
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15,azbahr・idu`5'・idawlat・i<qa'5n>

qa'anの 語 は敬 意表 現 の ため 右欄 外 に彫 .られ て い る が,本 来 この 位 置 に挿 入 さ

れ るべ きで あ る.元 朝 皇 帝 を指 す 「カ ア ン」の語 は ペ ル シ ア語 史料 で は一 般 に

qa'dn(QAAN)と 書 か れ る の に対 し本 碑 で はQANと 綴 ら れ て い る が,alifに

maddaが 付 さ れ て い る ため,Pers.qa'iin<Mong.qa'an・ ・qayanと 考 え て 「カ ア ン」

と読 ん だ.た だ しア ラ ビァ文 字 で は単 な るaを 表 すalifにmaddaが 付 され る こ

ロ リ

と もあ り,ま たqa'anとqanの 使 い 分 け は完 全 に徹 底 され て い る わ け で は な い

の で[deRachewiltz1983],本 碑 のQANを 「カ ン」Pers.q5n<Mong.qanの 表 記

と考 え る こ と も不 可 能 で は ない.

16,Sa`idal.din

文 脈 か ら,9行 目に見 え るAbual-FaydSa`ldを 指 す と思 われ る.Sa`idとsa`id

a1-dlnが 交 替 す る理 由 は 不 明 で あ る.

18,hamagi・yimilk・imaljdOd・imadhk亜r

一 見 術 語 に は見 え な いhamagl -yimilkと い う文 言 は ,じ つ はペ ル シ ア語 圏 で

作 成 され た各 種 イ ス ラ ー ム法 廷 文 書 に特 有 の表 現 であ る.法 廷 文 書 の 多 くは売

買,賃 貸 借,ワ ク フ(waqf)設 定 等 所 定 の 物 件 の所 有 権 ない し 占有権 を移 動 させ

るた めの 法 律 行 為 を扱 うが,こ う した文 書 にお い て は大 抵 の場 合,所 有 権 や 占

有 権 が 移 動 させ られ る物 件 を表 示 す る際 に 「す べ て」を意 味 す るPers.hamagiと

ロ の
い う語 が 冠 され る.ま た,mabdUd-imadh㎞rは イス ラー ム 法廷 文書 にお い て,

(11)本 碑 で も,9行 目jaddaと14行 目のbaqa(')一huの 湊を表 すalifにmaddaが 付 され

て い る.

(12)中 央 ア ジ アの ペ ル シ ア語 法 廷 文書 の場 合,本 碑 文 と ほ ぼ 同時 代 の1326年 作 成 の ワ

ク フ文 書 に 既 に この 表 現 が 見 えて お り[qexoB四1965,p.39(文 書 テ キ ス トの80行

目月,15世 紀 末 の 法 廷 文 書 書 式 集 に収 録 され る売 買 文 書 の定 型 文 中 で も売 却 対 象 物 件

にhamagiの 語 が 冠 さ れ て い る[`Alial-Kh幅razmi,£10a].さ ら に,ペ ル シ ア語 法廷

文 書 の書 式 を踏 襲 した チ ャ ガ タ イ語 法 廷 文 書 の作 成 が 一 般 化 した19世 紀 に お いて も,

このhamagiはhamag玉wa翰mami(「 すべ て 」とい う意 味 の 語 を重 ね た強 調 表 現)に 姿

を変 え て ペ ル シ ア語 お よ びチ ャ ガ タ イ語 の法 廷 文 書 中 に 頻 繁 に登 場 す る[ypyH6aeB

2001(巻 末 の写 真 中,Nos.4('.7),203('.3),306('.5),497(1.5),500('.5),905(Z.4),

1316('.5),1365('.5)を 参 照 せ よ)].一 方,イ ラ ン地 域 の法 廷 文 書 に お い て も,少 な/
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既 に そ の詳 細 を記 載 済 み の不動 産 を指示 す るた め に度 々用 い られ る表 現 で あ る.

ち な み に,mabdUdと は 「境 界 で も っ て区 切 られ た(も の)」 を意 味 す る ア ラ ビ ァ

語 起 源 の 形 容 詞 ・名 詞 で あ り,語 義 上,つ ね に不 動 産 を指 示 し,動 産 を指 示 す

る こ と は な い 。

18,bakhshidandbakhshidanidurusレishar`i

bakhshldanidurust-ishar`iは 副詞 句 で,動 詞bakhshidandを 修 飾 して い る,

bakhshidani(動 詞bakhshldan「 与 え る」に,不 定 を表 す 接 尾 辞 一iを付 した 語)は

明 ら か に,イ ス ラー ム 法 学 上 の 術 語Arab.hibaの ペ ル シ ア語 に お け る対 応 形 で

あ り,「 贈 与 」を意 味 して い る.ま た,同 様 にdurustはArab.§ahibの 対 応 形 で,

ロ の

「(イス ラー ム 法 上)適 正 な」 とい う意 味 の 形 容 詞 で あ り,ペ ル シ ア 語 圏 で 作 成

され た イ ス ラ ー ム 法廷 文書 にお い て 頻 繁 に見 出 され る.

20,ruja`

イ ス ラー ム法 学 の術 語 で,「 契 約 の 取 り消 し」を意 味 す る.

21,diwistb盃1ish

30～34行 目 に列 挙 され て い る金額 を合 計 した もの と思 わ れ る.36行 目Fa㎞ ・

al-dinSttfiの 注 を も参 照 。

25,AJYQNAMY(?)

お そ ら くnisbaだ と思 わ れ るが,不 明.テ ユ ル ク語a6iiq「 開 い た」,a酬 「倉 」

等 と関 係 あ る か.

26,Ba15s亘ghiini

BalasaghUnは 中央 ア ジ ア,チ ュ ー河 畔 の都 市 で,カ ラハ ン朝等 の 中 心都 市 と

して 知 られ る.

＼ く と も18世 紀 後 半 の 売 買 文 書 中 で はtam互mlwahamagiと い う 表現 が 同 様 の 機 能 を果

た して い た[Wemer2003,pp.23,25-26].

(13)補 説4に お い て 詳 述 す る よ1うに,本 碑 文 に記 録 され る贈 与 契約 は ハ ナ フ ィー 派 の

法 学 説 に則 っ た もの で あ るが,同 派 にお い て §ahibは 「効 力 未 定 の(mawqUf)契 約 」,

「有 効 だ が拘 束 力 の ない(n韻dhghayrlazim)契 約 」,「拘 束 力 の あ る(1互zim)契 約 」の

三 者 を総 称 す る術 語 と して 使 用 さ れ る[柳 橋1998,pp.41-43].
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26,kh盃nq盃h・ikabiriya・yikhalwatiya・yiJunaydiya

kabiriyaは 「偉 大 な」と訳 した が,文 法 的 に はkabiraの 方 が 相 応 しい の で,

Kubrawlyaの 祖Najmal-dinKubraの 名 に ち な むnisba形 容 詞g)可 能 性 もあ る.

も しそ うだ とす れ ば,Kubrawiyaに お い てKubraの 名 に ち な む名称 を用 い た最

ほの

初 期 の 例 に な る.「 ジ ュナ イ ドの 籠 り」につ い て はll行 目の 注 を参 照.

28・29,mfiyahiffu・hura`dun五a1・,a婁y盃niwab篁an(?)1盃barqunfial-5faqi

こ の ア ラ ビ ア語 文 はbarqunとfial-afaqiの 間 で 改 行 され て お り,29行 目の

fiの 前 に は数 語 分 の 空 白が あ る.ra`dunfial一'atyaniとbarqunflal-afaqiは 韻 を

踏 ん で い るの で,flal-afraqiの 前 の空 白が碑 面 の摩 滅 に よる もの とは考 え に くい.

人名 の列 挙 が 始 まる30行 目で新 た に改 行 した た め29行 目に空 白が 生 じた と思

わ れ る が,同 行 の 末 尾 で は な く冒頭 を空 け た理 由 は不 明 で あ る.

なおwablanlaの 部 分 はwa-laの 誤 記 か も しれ な い.ま た この ア ラ ビア語 文 に

典 拠 が あ る か 否 か は分 か らな か っ た.

29,jihat・iwaqf・ikhinqEhchahirdardukk5nbin5'nih5d

す なわ ち,ハ ー ン カ ー を ワ ク フ対 象 物 件(mawqaf`alay-hi)と し,四 軒 の 店 舗

を ワ ク フ物 件(mawqaf)と す る ワ ク フ を設 定 した こ とを 意 味 す る.

31,Alm盃1ighi

Almaligh一 ・Almali'qは 中央 ア ジ ア,イ リ河 畔 の 都 市.

31,Sa`dAl15hKangarlisi(?)b盃1ish

この 人 物 名Kangarliは,テ ユ ル ク語 部 族 名.Kiinghrliと 思 われ る.地 名 あ るい

は そ こ に根 拠 を持 つ テ ユ ル ク系 部 族 名 と して のKangar(li)は,ユ ー ラ シ アの

様 々 な地 域 ・時 代 ・言 語 の 文 献 に現 れ,う ちい くつ か は 同 一 部 族 を指 す もの と

(14)11行 目同様khalwatiya(KhLWTYH)のLは 不 鮮 明 で あ り,ま た こ の行 で は 一TY一

の 部分 の ス ト1コー クが 一 つ 分 に も見 え るの で,bayawiya(HYWYH)「 生 命 の」と判 読

す る こ と も可 能 で あ る.し か し 同様 にll行 目の 語 がbay巨ti(HYWTY)で あ る とす

れ ば,対 応 す る女 性形bayatiyaと は異 な る語 形 が この 行 で用 い られ て い る こ とに な り,

不 可 能 で は な い もの の や や蓋 然性 は 低 く な る.
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考 え られ て い る が(補 説3参 照),本 碑 のKangarlTが そ れ らの い ず れ か と関 係

ロの

を持 つ か ど うか は不 明 で あ る.

また 金 額 を記 した 部分 が 判 読 しに くいが,合 計 が200balishで あ る とす る と

この 人 物 の拠 出 額 は30balishと な る.

32,M的5n(?)tigfi

M.han(あ る い はMjan,M.㎞ 亘n)に つ い て は不 明.

tiga(TYKW)は 漢 語 「提 墨 」の 音 写 と考 え られ る.「 提 墨」に再 構 され る 近世

音 は[thiky】 で あ り,同 時 代 の モ ン ゴル 語 碑 文 の 「提 墨 」の用 例 に お い て もtigti

と写 され て い る[松 川1997].ま た,カ ラ コ ル ムの 漢 語碑 文 に お い て,「 提 墨 」の

用 例 は2碑 に5例 あ る[松 井1999,p.241].一 般 に官 職 名 と して の 「提 墨 」の 語

は何 らか の 部 局 名 等 に添 え られ て 用 い られ る こ とが 多 い が,単 に 「提 基 」の み で

いの

人名に付 される例も存在する.

なお,14,20,31行 目に現れる人名構成要素BBKBY(本 稿ではBinkatiと読んだ)

とも語末以外の字形が似ており,ま た 「塁」の韻母である魚韻がYやYYで 表
ほ の

記される可能性 もないわけではないが,一 碑文において同一語に表記のゆれが

起 きる蓋然性は低いので,別 の語 と判断した。

(15)Kangarの 名 は,大 き く分 けて 中央 ア ジ ア方 面 とカ フ カ ー ス方 面 の二 地域 に 見 られ

る.カ ラ コ ル ム の本 碑 は 地理 的 に見 て 当 然 前 者 との 関 わ りが 第 一 に 想 定 され るべ きで

あ る が,後 者 と関係 す る可 能 性 も無視 で きな い.例 えば,10～11世 紀 の カ フ カ ース に

お け るKangar家 は 別 名Musafir家 と呼 ばれ るが,カ ラ コ ル ム の漢 蒙 碑 文 「嶺北 省 右 丞

郎 中 総 管 収 糧 記 」か ら,1348年 の時 点 で ム ス リム 名 と思 わ れ るMusavir<Musafir

(Arab.一Pers.f>Mong.vに つ い て は,Doeπfer1975,p.60を 見 よ)の 名 を持 つ 人物 が和 寧

路 総 管 に 就 い て い た こ とが 知 られ て お り[松 川1997],ほ ぼ 同 時 期 の カ ラ コ ル ム の 絡

管 に 関 わ る二 碑 文 にお い て,か つ て 同一 家 系 を指 した 名 称 を持 つ 人 物 が現 れ る こ とに

な り,何 らか の 関 係 が あ る可 能性 が あ る.ま た,接 尾 辞 一h～拍 を もつ 例 も カ フ カ ー

ス に 由来 す る サ フ ァ ヴ ィ ー朝 期 のKangarlUの み で あ る.

(16)1282年 パ クパ 文 字 モ ン ゴ ル 語 ・漢 語 合 壁 安 西 王 ア ナ ン ダ令 旨碑 文[松 川2002;

呼 格 吉勒 図 ・薩 如 拉2004,p.387],1309年 パ クパ 文 字 モ ン ゴル 語 ・漢語 合壁 武宗 カ イ

シ ャ ン聖 旨碑 文[呼 格 吉 勒 図 ・薩 如 拉2004,p.83].

(17)魚 韻 は前 舌 化([iu】 〉[y])し た結 果,表 音 文字 に 音写 され る 際 に[i】 と見 な され る

こ とが あ る.例 え ば,10世 紀 の コ ー タ ン語 文 書[高 田1988a,pp.105-106],9～10世 紀/
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32,Darb盃ni(?)

明 らか にnisbaで あ るが,不 明.近 い 語 形 を持 つ地 名 と して,ホ ラズ ム 地 方 の

Dar諏n[Ba曲01d1977,p.151]あ る い はDarghan[B磁hold1977,pp.142,155],

フ ァ ー ル ス地 方 のDaryan～Dayjan[LeStrange1905,p.271]等 が あ る.

32,μ 田w盃,i(?)

明 らか にnisbaで あ る.以 下 の 二 つ の可 能性 が 考 え られ る.

第 一 はHalwa'iで あ る.Halw欲 は 地 名 で は な く菓 子(halw巨')屋 に 由 来 す る

nisbaで あ る が[al-Sam`蕊ni,v.2,pp.248-249],勿 論 このnisbaを 持 っ て い て も

本 人 が 菓 子 屋 で あ っ た わ け で は な く,ウ ラマ ー等 に も しば しば見 られ るnisba

で あ る.

第 二 は,ク ル デ ィス タ ー ン の地 名 耳ul幅nに 由 来 す るHulwanlで あ る.

テ キ ス トと翻 訳 で は前 者 を採 用 して お い た.

33,恥mili(?)

明 らか にnisbaで あ るが,そ の 由 来 は不 明.

34,Tik盃(?)

漢 字 二 字 分 の音 写 と思 わ れ る が,不 明.

34,J盃ngt5(?)

漢 字 二 字分 の音 写 と思 わ れ る.官 職 名 と して は 適 当 な もの が 見 当 た らな い た

め,姓 名 で あ る可 能 性 が 高 い か.JANKと 写 され う る姓 と して は 「張 卿dほ か

い くつ か 考 え られ る.

34,SinJi皿(?)

漢 字 二 字 分 の 音 写 と思 わ れ る が,原 語 は不 明.

＼ のチ ベ ッ ト語 文 献[高 田lg88b,p.118],ウ イ グ ル語 仏 典[庄 垣 内1997,p.ll]に お い

て,魚 韻 はuとiの 両 方 で転 写 さ れ て い る.ま た 明 代 の 韻 書 で は,魚 韻 は しば しば[i】

音 と通 韻す る と され る.
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34,`aziz盃ni

`aziz「親愛 な る者
,貴 き者 」はス ー フ ィー や聖 者 の 別 称 と して 使 わ れ る.こ こ

で は,件 の ハ ー ン カー に関 係 の 深 い ス ー フ ィ ー達 を指 す もの と思 わ れ る.

35,】L亜15ngjUng

前 稿 で指 摘 され て い る通 り,IUは 漢語 姓 の,langjangは 漢 語 官 職 名 「郎 中 」の

音 写 と思 わ れ る.た だ し前 者 につ い て は,AW～U<「 右 」の可 能 性 もあ る か.

35,§GhANJANY(?)

nisbaと 思 わ れ る.そ の 由来 は不 明 だが,語 形 が 近 い 地名 と して は以 下 の二 つ

が あ る.

第一 は,中 央 ア ジ ァのSaghaniyati・ ・Chaghatiiyatiで あ る.た だ し,管 見 の 限 り

Saghaniydnを$aghanjEnと す る史 料 は知 られ て い ない.
ロお

第二 は,雲 南 の茶窄 章 で あ る.茶?章 はSayyidAjal1家 の活 動地 と して知 られ,

ムス リ ム と関 わ りの深 い地 で あ る.」 δ加{α1一'αwδr齢に は こ の地 名 がChaghan

Jang(JGhANJANK)と して現 れ る[Rashidal-dln,p.840;Jahn1971,p.20].

35,KimSi(?)

漢 字 二 字 分 の 音 写 と考 え られ る.KYMと 音 写 され う る漢 字 と して は,今 ・

金 ・禁 ・錦 等 が 考 え られ るが,SY(あ る い はShY)に つ い て は可 能 な漢 字 が 多

す ぎて 見 当 が 付 か ない.い ず れ にせ よ官 職 名 と して は 適 当 な もの が 見 当 た らな

い た め,お そ ら く姓 名 で あ ろ う.KYMを 姓 とす れ ば ,「 金 」が 最 も蓋 然性 が 高
く　の

い か.

(18)茶 孕 章 の 「茶 …雫」はMong.とaγan「 白」の音 写 で あ る.「 章 」は 南 詔 を指 すTibet.'jang

に 由来 す る と思 わ れ る(森 安 孝 夫 氏 の 御教 示 に よ る).

(19)な お イ ル ハ ン朝 下 で 而 〃ガ α'紹雁r勲 世 界 史編 の 中 国 史 が 編 纂 され る際,協 力 し

た 中 国 人 学 者 の う ち 一 人 がKMSWNな る 人 物 で あ る[Jahnl971,p。23;本 田1988,

PP。9,12].
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36,Fakhra1・din§ 豆fipa叫ib盃1ish

名前 が 列 挙 され て い る ス ー フ ィー 達 の うち,こ の 人物 だ け に5balishと い う金

額 が 記 され て い る.そ の金 額 を上 記 の金 額 に合 計 す る と205b五1ishに な るの で,

30行 目のFakhral-din⑫diと 同一 人 物 を指 す の か も しれ な い.あ る い は,

31行 目のSa`dAll蝕Kangarllの 拠 出 額 を25balishと す れ ば 別 人 物 と して も

計 算 が 合 う.

36,Bulgh盃ri

Bulgharは キ プ チ ャ ク草 原 で活 動 した テ ユ ル ク系 民 族 名 だ が,都 市 名 と され

る こ と も あ り[Minorsky1970,P.163;Boyle1958,P.268n.1;HamdAllah

MustawfiQazwmi,p.259],1236年 にモ ン ゴ ル に征 服 さ れ て い る[Juwaynl,v.1,

pp.224-225;Boylel958,pp.268-270;Rashidal。dln,pp.665-667],こ こで はnisba

形 にな っ て い るか ら都 市 名 と して扱 わ れ て い る と思 わ れ るが,勿 論 民 族 的 出 自

もBulgh巨rで あ っ た 可 能 性 は あ る.

36,Anduk盃ni

Andukan(Andugan)は 中 央 ア ジ ア の フェ ル ガ ナ盆 地 の 町 で,現 在 の ア ンデ ィ

ジ ャ ン に あ た る.

37,kh盃nq盃h-isa`diya(?)

sa`dlyaの 部 分 の 判 読 は確 実 で は な い.こ の語 が 「幸 運 な」の 意 味 な らsa`lda

が,こ の ハ ー ン カ ー 建 設 に 関 わ っ た 上 記 のSa`ld(al-dln)に ち な む名 称 な ら

sa`ldiyaが 相 応 しい.ま た そ の よ う に ㎞anq曲 に付 さ れ た 形容 詞 と とる と次 の

waが 余 分 に な っ て しま うの で,何 らか の 施 設 名 か も しれ な い.
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お わ り に

最 後 に本 碑 の 内容 に つ い て ま とめ て お きた い.

本碑 は,カ ラコ ル ム にお け るハ ー ン カー建 設 の経 緯 につ いて 述べ た記 念碑 と見

なす べ き もの であ る.ハ ンバ リ ク在 住 の ス ー フ ィーBurhanal-dinが,カ ラ コ ル

ム にハ ー ンカ ー を建 設 す る た め に弟 子 のSa`id(al-din)を 派遣 し,Sa`idは カ ラ コ

ル ム総管 を は じめ とす る当地 の 有 力 ムス リム達 の協 力 を得 てハ ー ンカ ー建 設事 業

に着 手 した.そ の 際必 要 な不 動 産 は故Aminal-dlnBuklidriが 寄 進 す る こ とを生

前 に決 め てお り,Sa`idら は イス ラー ム法 の定 め る贈与 契 約 に よっ てAminal-dln

の相 続 人 達 に贈 与 の代 償 と して200balishを 支払 い,そ の 金銭 は別 の 二 十 数 人 の

拠 出 に よ って賄 っ た.そ して,ハ ー ン カー を ワ ク フ対 象物 件,四 軒の 店 舗 を ワ ク

フ物 件 とす る ワ ク フ に よ っ てハ ー ンカ ーが 建 設 さ れた.そ の事 績 を語 り継 ぐた

め,そ の 経 緯 と関 係 者 の 名 を記 した 石碑 を建 て た.そ れが この碑 文 で あ る.

さ らに本碑 の性 格 に つ いて 一点 指摘 してお きた いの は,本 碑 の 関係 者達 の 多 く

が 中央 ア ジ アの 地 名 に由 来 す るnisbaを 持 っ て い る こ とか ら,彼 らが 西方 の イス

ラー ム世 界 の 中 で も特 に 中央 アジ ア と関 わ りが深 か った と思 わ れ る こ とで あ る。

く　の

ハナフィー派やKubrawiyaと の関係 もそのことを傍証 している .勿 論それが当時

のカラコルムのムスリム社会における一般的な特徴であったのか否かは本碑の

みからは判断できず,そ の問題は今後さらに他史料との比較によって検討すべ
ゆ け

きである.し か しいずれにせよ,本 碑が元朝期カラコルムのムスリム社会の性

格について伝える貴重かつ重要な史料であることは間違いないだろう.

(20)周 知 の よ う にハ ナ フ ィー 派 は 中央 ア ジ ア に お い て支 配 的 な法 学 派 で あ る.ま た

KubrawiyaはNaqshbandiyaの 勢 力 が 伸 張 す る15世 紀 ま で は 中央 ア ジ ア に お け る有 力

な タ リー カ で あ った.た だ し,Burhanal,dinSagharjiの 師 と され るNUral-dinlsfara'ini

と`Al互'al-dawlaSi㎜ani}ま そ れ ぞ れ イ ラ クのBaghdadと イ ラ ン のSi㎜anで 活 動 して

い た の で,S盃gharji自 身 がKubrawlyaの 教 え を 受 け た の は 中央 ア ジ ァ で は な か っ た と

思 われ る.

(2Dカ ラ コ ル ム の ム ス リム社 会 に関 す る史 料 は僅 少 で あ るが,最 近,本 碑 と同様 に 元

朝 期 の カ ラ コ ル ム で 作 成 され た と思 わ れ る ペ ル シ ァ 語 碑 文 が 新 た に発 見 され て お り

[磯 貝 ・矢 島2007】,今 後 碑 文 史 料 に 基 づ い た 研 究 が 進 展 す る可 能 性 が あ る.
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補説1ア ラ ビア文字表記漢字音 につ いて

本碑にはアラビア文字音写 された漢語がい くつか含まれている.

モンゴル時代のペルシア語 ・アラビア語文献に見える漢語の音写は合計すれ

ばかな りの数に上 り,特 にイルハン朝下にはまとまった数の漢語音写を含む

医学書 丁伽g∫吻一η伽 αや 海〃ガ α1一如wδr齢 「中国史」があって重要な対音資料

として知 られている.一 方元朝下にはペルシア語やアラビア語の碑文 ・碑銘に

漢語音写が散見するが,未 だ言語資料としては用いられていない.こ こでは,

僅かなが ら本碑に現れるアラビア文字表記漢字音 を一括 してその声母と韻母の

表記についてまとめ,専 家の利用に供 したい.た だし本碑 には明らかに漢語の

音写であ りながら原語を特定できなかった語もあるため,以 下の一覧は暫定的

なものであることを断っておきたい.

以下,漢 字音 は 「中原音韻』等によって再構 される近世音 の推 定音価 を

Pulleyblankl991に より示す.ペ ルシア語音は音価を定めがたいので,ロ ーマ

字転写のみ示す.

〈声 母〉 本碑に含 まれる漢字音の声母は以下の通 りである.

声母 アラビア文字表記 ペル シア語音 漢字

幣 [P] B b 寳

透 [th] T t 提 ・統

知 [ts1 J j 中

見 [kl K 9 管 ・暴

精 [ts] Z Z 総

初 [t§h] J ch 紗

来 田 L 1 郎

一般に
,有 気 ・無気の対立を持たない表音文字体系に近世漢字音が音写 される

場合,有 気音は無声音で,無 気音は有声音で写されることが多い.こ の時代のペ

ルシア語のアラビア文字はp/b,ch/j,k/gの 区別をしないためその原則が当て
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はまるか どうかは判断しづらいが,画 がTで 写 されているのはその原則と矛

盾せず,ま た他のアラビア文字表記漢字音資料においてもその原則が当てはま
く　の

る こ とが 多 い.従 っ て本 稿 で提 示 す る テ キ ス トにお い て は,そ の原 則 に従 っ て

P/B,Ch/J,K/Gの 表 記 上 の 区 別 を漢 字 音 に も適 用 した.

〈韻母〉 一方,韻 母は以下の通 りである

韻母 アラビア文字表記 ペルシア語音 i漢字

遇摂 魚 [y] W u 基

蟹摂 齊 [il Y 1 提

敷摂
豪 【ow] AW aw 寳

肴 [aw] AW 巨W 鋤

山摂 桓 [on] WAN (u)wan 管

宕摂 唐 [aη 】 ㎜ ang 郎

通摂
冬 【uη] ㎜ Ung 統 ・総

東 【uη] ㎜ Ung 中

アラビア文字は基本的に子音文字体系なので,本 碑の数少ない漢語音写から韻

母について知 り得ることは少ないが,桓 韻[on]が アラビア文字WANで 写され

ているのが注 目される.そ の表記は近世音 【on]より中古音[uan】に近い といえ

るが,桓 韻は同時期のモンゴル語においては一般に/0n/と 写 され,そ の中には

本碑 と同時期の同じカラコルムの碑文において同じ字 「管」をKWN/gon/と 写

したものも含まれているから[松川1997],単 純に方言差と考えることはできず,
　　の

両言語における表記の違いが何に由来するのかはさらなる検討を要する.

(22)乃 η8∫吻 一η伽 αで は漢 字 音 写 の た め に特 殊 な文 字 を創 出 してp/b,ch/j,k/gを 含

む 様 々 な 異音 の 区 別 を行 っ て お り,そ の際 上 記 の 原則 が 徹 底 され て は い ない もの の 適

用 され て い る[遠 藤1997,p.70].而 〃～'`αム∫owδr齢 「中 国史 」で もChin,[tl,[thlは そ れ

ぞ れPers.D,Tに 概 ね 対 応 して い る.

(23)τ αηg5吻一η勲 αで は 桓 韻 はWNとWANの 両 様 で 写 され て い る[遠 藤1997,p.73].
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補 説2Kubrawτyaの 修 行 法 に つ い て

本 碑11行 目 に は,「 ジ ュ ナ イ ドの 籠 りの(khalwatl-yiJunaydi)」 とい う言

葉 が 見 え る.Junaydと は,初 期 の 高 名 な ス ー フ ィーAbual-Qasimal-Junayd

(910年 没)を 指 し,「 ジ ュ ナ イ ドの 籠 り(㎞alwat-iJ㎜ayd)」 とは,「 八 つ の 規 定」

に従 い なが ら行 わ れ る 籠 りの修 行 を指 し,Kubrawlyaに 特徴 的 な もの で あ る.

そ の修 行 法 は既 にKubrawiyaの 祖Najmal-dinKubr益 の 著 作 にお い て以 下 の よ

う に述 べ ら れ て い る.

友 よ,瞼 を閉 じ,見 よ.何 が 観 え る か(u邸urm記h欲ara).も し汝 が

「私 に は何 も見 えな い」と言 う な ら,そ れ は 間違 い で あ る.汝 は見 て い る の

だ.し か し,存 在 の暗 黒 が あ ま りに 汝 の 目の近 くに あ りす ぎて見 え な い の

だ.も し瞼 を 閉 じなが ら見 て,面 前 に視 た い と思 う な ら,汝 の存 在 か ら物

を減 じよ.あ る い は,汝 の存 在 か ら物 を 除去 せ よ.僅 か で もそ れ を減 じ,

それ を除去 す る方法 は,闘 い であ る.闘 い とは,敵 を排 除 あ るい は敵 を抹 殺す

るた めに努 力す る こ とを意 味す る.そ して敵 とは,存 在 と邪 心 と悪魔 で あ る.

その 努 力 は,い くつ かの 方法 に よって な し得 る.…(中 略)… 第三 の方 法 は,

Junayd神 が彼 の霊 魂 を清 め ん こ と を 一 の 方 法 であ る.そ れ は八 つ の

規 定(shar盃'iの であ る.す な わ ち,清 め を励 行 す る こ と(daw…㎞al-wu面'),

断食(§awm)を 励行 す るこ と,沈 黙(su㎞t)を 励 行 す る こ と,籠 り(㎞alwa)

を励 行 す る こ と,「 ア ッラ ー の他 に神 な し」とい う唱 名(dhikr)を 励 行 す る

こ と,シ ャ イ フへ の心 の 固 定(rabIal-qalbbi-al-shaykh)を 励 行 し,自 らの

意 志 を滅 しシ ャ イ フの 意 志 に委 ね る こ とに よ り彼 の ヴ ィジ ョン(幅qi`a)に

関す る知 識 を利 用 す る こ と,想 念 の 否 定(nafyal一㎞a畷ir)を 励 行す る こ と,

害 なす もの で あ れ益 あ る もの で あ れ神 か ら 自 らに至 る もの すべ て に お け る

神 偉 大 なれ,栄 光 あ れ 一 へ の反 抗 の 放 棄(tarkal-i`tiraの と,神 に天

国 を望 ん だ り地獄 か らの救 い を求 め る こ との放 棄 を励 行 す る こ と,で あ る.

[Najmal-dinKubr五,pp.1-3]
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こ のJunaydか ら伝 え られ た とい う 「八 つ の 規 定 」が 後 に 「ジ ュ ナ イ ドの籠 り」

　　の

と してKubrawiyaの ス ー フ ィー達 に継 承 され た もので あ る.上 記 のKubraの 説

明 で は こ れが 籠 りの規 定 で あ る こ とは明 確 に され てお らず,む しろ八 つ の 規 定

の うち の一 つ に籠 りが 数 え られ て い るが,後 のKubrawiyaの ス ー フ ィー 達 は,

この 「八 つ の 規 定 」を全 体 と して籠 りの規 定 と見 な して お り,例 え ばKubraの

直 弟 子 で あ るMajdal-dinBaghdadi(1219年 没)は 以 下 の よ うに述 べ て い る 。

籠 り(㎞alwa)の 方 法 は,目 標 に達 す る最 も近 い道 と してJunaydが ま と

め た もの で あ る.そ の 規 則 は八 つ の 規 定 に基 づ い て い る.

[M勾dal-dlnBaghdadi,£32a]

こ の 「ジ ュ ナ イ ドの 籠 り」 と 「八 つ の 規 定 」は,他 のKubrawiyaの ス ー一一フ ィ ー

達 の 著 作 に も極 め て 頻 繁 に言 及 され て お り[Majdal-dlnBaghdadi,f.30bff.;Najm

al-dinR亘zl,p.282ff,;NUral-dlnIsfar五'ini,p,129ff.;`AI巨'al-dawlaSimn瓦nl,

MuSannafdit,p.82ff.;`Ald'al-dawlaSimn蕊nl,`Urwa,pp.358-359;Jibr註'11

Khurramabadi,p.128ff.],少 な く と も13～14世 紀 の 段 階 で はKubrawiyaに 特

く　の

徴 的 な修 行 法 と考 え て よ い.従 っ て,こ の 言 葉 が 現 れ る こ とは,本 碑 に 関 わ っ

たス ー フ ィー 達 がKubrawiyaの 系 統 に属 して い た こ と を示 す有 力 な根 拠 とな る

ので あ る.

補 説3Kangarに つ い て

本碑31行 目に見 え る人 名Kangarllは,Kangar(Kangar)に テ ユル ク語 の接 尾 辞

一liが付 され た形 式 と考 え られ る.K銭ng翫(li)は,地 名 また はそ れ に 由来す るテ ユ

(24)Kubr五 は後 に規 定 を二 つ増 補 し十 と した が[Mol61963,pp.25-37,42-59],弟 子 達

に は受 け継 が れ な か っ た.な お 管 見 の 限 り,Junaydが こ の 「八 つ の 規 定 」を定 め た こ と

は 文献 上 確 認 で きな い た め,そ れ を実 際 にJunayd自 身 が 定 め た のか,単 に 後 にJunayd

に帰 され た だ け で あ るの か は不 明 で あ る.

(25)た だ し,後 に は 他 の タ リー カに も継 承 され て い る.例 え ばRadtke2005を 見 よ.
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ルク系部族名(あ るいは,テ ユルク系部族名またはそれに由来する地名)と し

て,ユ ーラシアにおける様々な地域 ・時代 ・言語の史料に現れる.主 な ものは

以下の通りである.

まず,中 央アジアとその周辺に関する諸史料に現れる以下のKangarが 同一の

地名 ・テユルク系部族名を指す ものと考えられている.
く　の

(1)漢 語史料 『史記』「漢書』等の康居.こ れは『新唐書』の瞼掲にも同定され
く　わ

て い る.

　　ヨラ

(2)突 廠 碑 文 の 一 つK61Tegin碑 文(8世 紀)の 東 面39行 目 に見 え るKgr2s2.
　　　ラ

(3)IbnKhurd亘dhbihの ア ラ ビ ア語 地 理 書(9世 紀)に 見 え る 河川 名KNKR.

(26)「 康 居 は大 宛 の西 北 約 二 千 里 にあ る 遊 牧 国 で あ り,月 氏 とお お む ね 同 じ習 俗 で あ る

(康 居 在 大 宛 西 北 可 二 千 里,行 國,與 月氏 大 同俗).」[『 史記 』巻123大 宛 列 伝],

「康 居 国の王 は冬 に は楽越 匿 の地 を治め,卑 閲城 に到 る.長 安 か ら一 万二千 三 百里 であ る.

都 護 府 には 属 さ な い(康 居 國,王 冬 治 樂 越 匿 地.到 卑 閲 城.去 長 安 萬 二 千 三 百 里.

不 囑 都 護).」[「 漢 書 』巻96西 域 伝]康 居 に つ い て は,白 鳥1970,pp.58-96;白 鳥1971,

pp.48-61を 参 照.

この康 居 は13世 紀 以 降 の漢 文 史 料 や ペ ル シ ア語 史料 に見 えるChin,康 里 ～Pers.QanglI

と しば しば 同 一視 さ れ る が[Radloffl891,p.vii;cfGoldenl992,pp.272-273],白 鳥 庫

吉 は両 者 を別 の部 族 と見倣 して い る[白 鳥1970,pp.76-78].松 田壽 男 は康 里 と同 一一の

名 称 が さ ら に古 く遡 れ る こ と を示 した が,康 居 ・康 里 同一 説 に 対 す る 見 解 は不 明 瞭

で あ る[松 田1970,pp.328-331].さ ら に村 上 正 二 は 『元 朝 秘 史 』巻10,239節 に見 え る

康 合 思Qangγasを 康 里 に 比定 し,そ の 際kangarと も同 一 視 して い る[村 上1976,PP.96-

97].13～14世 紀 の ペ ル シ ア語 史 料 で はQ㎝gliは 多 少 の ヴ ァ リア ン トが あ るが す べ て

後 舌 音 を示 すqを 含 み か つrは 含 まず,そ れ は よ り後 世 の史 料 にお い て も 同様 で あ る

か ら,少 な く と も本 碑 に お けるKangarliはQangliと は 区 別 され るべ きで あ る.

(27)「 石 国 は,柘 支,柘 折,緒 時 と もい い,漢 の大 宛 の 北 にあ る 辺境 で あ る.… 顕 慶 三

年,瞼 掲 城 を 大 宛都 護 府 と した(石,或 日柘 支,日 柘 折,日 緒 時,漢 大 宛 北 鄙 也.…

顯 慶 三 年,以 鰍 謁 城 為大 宛 都 督 府)」[『 新 唐 書 』巻221西 域 列 伝].な おkangarの 語

源 を トカ ラ語*k江 血k一「石 」に求 め,Tashkentと 関係 付 け る 説 が あ る[Pulleyblank1962,

p.248;Pdtsakl975,pp.6-8].

(28)「 そ れ か ら,テ ユル ギ シ ュ人 達 が 敵対 し,ケ ンゲ レ ス に 向 か った(an田kisraqala面rgi蓉

bodunya頭bo1血i階,kaη ㎞stapab田dD」[Tekin1968,pp.236,269;cfMalq曜tl898,p.10].

(29)「 それ はKNKRと 呼 ば れ る 川 であ り,Sh巨shの 王 国 の 端 に あ る(wa-huwanahrun

musamm盃KNKR`inda'awwalimamlakatiSh蕊sha)」[IbnKhurdadhbih,p。178].ま た,

1§しa㎞riはSh五shの 町 の 一 つ と してKNKRAKに 言 及 して い る[al-1鋼khri,p.329].
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(4)東 ロ ー マ 皇 帝KonstantinosVH世(Konstan血osPorphyrogennetos,在 位913

～959年)の 著 作 にペ チ ェ ネ グの 別 名 と して見 え るKCtrvαb3.o}

一 方
,カ フ カ ー ス に も類 似 の地 名 が古 くか ら知 られ,後 にそ の 名 を持 つ 部 族

名 ・家 名 も現 れ る.

ほの
(5)5世 紀 の ア ル メ ニ ア語 文 献 に見 え る 地 名Kangark`.

くヨ　ラ

(6)6世 紀 の シ リア語 文 献 に見 え るKangaraye.
くヨヨラ

(7)11世 紀 の グ ル ジ ア語 文 献 に見 える 地 名Kangar.

くヨの

(8)10～11世 紀 の カ フ カ ー ス にお け るKangar家.た だ しこ れ は テ ユ ル ク系

で は な くダ イ ラ ム系 で あ る.

の うユ

(9)サ ファ ヴ ィー朝 期 のペ ル シア語 史料 に見 えるテ ユル ク系 部族 名Kangarla.

(30)「 ペ チ ェ ネ グ は,カ ン ガ ル と も 呼 ば れ て い る(KαtKdYYα ρ6voμdζovτ αしol

nα τζwαK駝 αし)」[ConstantinePolphyrogenitus,p,170;cfMoravcsikl958,p.145;Golden

l992,p.265].

(31)こ の 地 名 は,MosesKhorenats`i,LazarP`arpets`i等 の ア ル メ ニ ア 史 に 見 え る

[H廿bschmann1904,p.354;MosesKhorenats`i,p.113;Thomsonl978,p.140;Lazar

P`arpets`i,p.132;Thomson1991,p.189].そ の 位 置 に つ い て は,Hewsen2001,p.lI5、

Map91,B4を 見 よ.

(32)バ ビ ロ ン の ネ ス ト リ ウ ス 派 総 主 教MarAbal世(在 位540～552年)の 伝 記 に,

サ ー サ ー ン朝Khusrawl世 がKang漁y6と 戦 っ た と い う 記 述 が あ る[Bedjanl893,p.

227;r[瓢ryJleBcKa∬1948,p。77;Czegl6dy蓋954,pp.65-66].

(33)所 謂 『グ ル ジ ア 年 代 記(κ α〃1'∫∫∫妨ovrθ 肱)』 に 含 ま れ る 〃 α〆蜘 蝕 αr'」∫∫αy(786～

1072年 の 記 事 を 含 む)に,セ ル ジ ュ ー ク 朝 君 主AlpArslan(在 位1064～1072年)が

Kangarを 攻 め た 記 事 が 見 え る[Q'au㎞chishvili1955,P.306;Brossetl849,P.327;

Thomsonl996,p.298].

(34)Kangar家 はMus五fh家 と も 呼 ば れ,10～11世 紀 に ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン や ア ル メ ニ ア

を 支 配 し た ダ イ ラ ム 系 王 朝 で あ る[Togan1970,p.100;Minorskyl983,pp.159-166;

Minorskyl992].

(35)KangarlOは 初 期 サ フ ァ ヴ ィ ー 朝 に お い て 重 要 な 地 位 を 占 め たUstajlO部 族 の 支 部 族

で あ り,そ の 名 は サ フ ァ ヴ ィ ー 朝 期 の ペ ル シ ア 語 史 料 に 頻 出 す る[舗mer1992,pp.豆64-

165;Reidl983,pp.196-197].そ の 一 人Maq§ 測Sul伽KangarlUはNa㎞chivanの 統 治 者

に 任 命 さ れ,現 在 で も ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン 共 和 国 ナ ヒ チ ェ ヴ ァ ン 自治 共 和 国 の ケ ン ゲ ル

リ地 区(Kong3riirayon)に そ の 名 を 留 め て い る.
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本碑のKangarllは,北 アジア～中央アジアにおける最後の例であ り,ま た

一liが付 された最初の例である.そ の名が14世 紀のモンゴル高原において現れ

ることは,テ ユルク民族史上重要な意味を持つと思われる.

補説4イ ス ラーム法廷 文書研 究の見地か らみた本碑文の 内容

本節では,ま ず本碑文に記載 される贈与契約の内容をイスラーム法学の見地

から検討 し,一 連の契約行為がハナフィー派の法学説に則って行われたことを

明らかにする.さ らに,イ スラーム法廷文書研究の視点から本碑文テキス トの

性格についても考察 してみたい.

碑文テキス トにあるように,一 連の贈与契約の発端 となったのは,契 約締結時

点で既に死亡 していたAnimal-DInBu㎞ariが,生 前,ハ ーンカー建設に必要な

不動産(おそらく施設建造のための敷地であろう)の贈与を示唆 したことである.

しか しながち,テ キス トには彼が贈与を実行 したことを確定する文言は見出され

ず,逆 に 「ハーンカーのために言葉を語 り,恩 恵を述べていた」(16～17行 目)

と極めて曖昧な表現が使用されているので,結 局Aminal-Dln自 身は正式な贈

与契約を行わぬうちに没 したものと考えてよかろう.そ して彼の死後,そ の相

続人達(当然,件 の不動産の所有権は後者に移動している)が故人の意志を継 ぐ

形で上記物件を正式にSa`1dに 贈与することになるのである,

後述するように本碑文に記録される契約はハナフィー派法学説に準 じて行われ

ているので,こ こではまず,ハ ナフィー派の学説における贈与契約のあ らまし

を述べておきたい.ハ ナフィー派は贈与契約が適正なものとなるための基本的

な条件 として,申 し入れ(玉j豆b),同 意(qab田),受 領(qabd)と いう三つの

行為の存在を挙げてお り,こ の うち,被 贈与者による物件の受領は,被 贈与者

の物件に対する所有権を確定させ,な らびに贈与行為を完結させるための条件

として特に重要視する[al-MI荘ghln…面,pp.479-480].こ れを本碑文のテキス ト

に照 らし合わせてみると,Aminal-Dinの 相続人達が贈与の「申し入れ」を行い,

Sa`ldが これに「同意」することで両者が贈与契約の締結へ と動き出 したのは明
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白である.次 に,前 述の相続人達は贈与対象となる件の不動産をSa`ldに 引き渡

し(taslim)て いるが(19行 目),物 件の「引き渡 し」は一方当事者によるその 「受

領」を目的として行われるものなので,こ れは被贈与者Sa`idに よる物件の 「受

領」が遂行されたことを示唆する文言といってよい.か くして,本 碑文17～19行

目のテキス トは,Amlnal-Dinの 相続人達によるSa`ldへ の不動産の贈与行為が,

ハナフィー派の法学説上問題なく完了したことを記録 したものとみなされる.

続いて,19行 目末尾部分から22行 目にかけての箇所では,カ ラコルム総管

Badral-Dlnの 発議により有志を募って200balishの 寄付金が集められ,こ れを

今度は件のAmlnal-Dinの 相続人達に贈与 し,こ の措置をもって後者による不

動産の贈与を取 り消 し(rujti`)不能なものとした旨が叙述される.実 は,こ の箇

所により,本 碑文に記載 される一連の契約行為がハナフィー派法学説に準 じた

ものであったことが決定できるのだが,以 下その点について説明 してゆく.

いったん被贈与者により物件が受領 されてしまった場合 即ち,物 件の所

有権が被贈与者へ と移動 し,贈 与行為 自体が完結 して しまった場合,そ の

贈与契約 を後から取 り消すことが可能であるか否かについてはスンナ派四法学
り 　　

派 の 中 で見 解 が 分 か れ る,こ の うち,ハ ナ フ ィー 派 を除 く他 の 三 学 派(シ ャー

フ ィ イー,マ ー リ ク,ハ ンバ ル の 各 派)は,基 本 的 に,父 親 か ら子供 へ の 贈 与

を父 親 が 取 り消 す 場 合 に は例 外 的 に贈 与 契 約 の 取 り消 しが 可 能 で あ る と い う

点 で 一 致 して お り,一 方 で,非 親 族 間 で い っ た ん 成 立 して し ま っ た 贈 与 行 為

につ い て は取 り消 し不 可 能 とす る立 場 を とって い る.こ れ に対 し,成 立 済 み の

贈 与 を取 り消 し可 能 とす る立 場 を と って い る の は唯 一 ハ ナ フ ィー 派 の み で あ る

[al-Jaziri2001,pp.783-787].た だ し,同 時 に ハ ナ フ ィー派 にお い て は成 立 済 み
り の

の 贈 与 を取 り消 し不 能 と して しま う条 件(pl.mawani`,sg.mani`)も 複 数 用 意 さ

(36)こ こで は 法学 派 の決 定 に 際 レ,当 時 ス ンナ派 に比 べ て 圧 倒 的 に少 数 で あ っ た シ ー ア

派 法 学 派 の可 能 性 は 排 除 す る.

(37)本 碑 文20行 目に現 れ るm五ni`一ijawaz-irujほ`一iishandarinhibaと い う文 言 は,ハ ナ

フ ィー派 の贈 与 関係 学 説 に お いて 「契 約 を取 り消 し不 能 とす る条 件 」の 意 味 で 用 い られ

る術 語mani`を 明 らか に 意識 した もの で あ る.
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れ て お り,そ の うち の一 つ が被 贈 与 者 が対 価(`iwa¢)を 受 領 した場 合 なの で あ る

[al-Marghin…inl,pp.502-504;al-Jaz而2001,pp.783-784;Fyzeel974,pp.264-266].

従 っ て,本 碑 文19行 目末尾 部 分 か ら22行 目 にか け て の文 言 は,ハ ナ フ ィー派

の学 説 に則 っ て,い った ん非 親 族 問 で成 立 した贈 与 を取 り消 し不 能 とす るた め,

被 贈 与 者(=Sa`id)が 贈 与 者(=Amlnal-Dlnの 相 続 人 達)に 対 価 と して200
〔38)

balishの 金 銭 を贈 与 し返 した こ と を明 示 した もの とみ な さ れ る.

か くして,本 碑文に記載される一連の贈与契約がハナフィー派法学説に則った

ものであることが明らかになった.周 知のように,ハ ナフィー派はアナ トリア,

中央アジア,イ ンドで支配的な地位にあった法学派であるが,当 時のモ ンゴル

帝国の支配領域を考慮に入れるならば,本 碑文に記載される贈与契約の当事者

達は,当 人ないしその祖先が中央アジアに出自を持つ人々であった可能性が高

い とい え るだ ろ う.

(38)本 碑 文21行 目にはこの200b五lishにmawhUb「 贈与 され た」とい う形容詞が付 され

るが,こ れは上記金銭がやは り適正な贈 与契約 に より贈与 されたもの であることを示

してい る.ち なみに,本 碑 文のテキス トに依拠す るか ぎ り,Sa`1dか らAminal-Dinの

相続人 になされた200balishの 贈与 は,後 者 か ら前者 にな された不動産の贈 与が完了

して しまってか ら初めて企 図 された ものの ように見える.こ の ように,後 にな って

「対価」を贈与 し返す ことで最初の贈与を取 り消 し不 能な ものへ と転化 させ る措置 は,

ハ ナフィー派法学においてのみ意味 を持 つ.な ぜ な ら,先 述 したように他 の三法学派

は「対価」の支払いがあろ うとなかろ うと,そ もそ も非親族 間で成立 した贈与 の取 り消

しを基本的 に認め ないか らである.一 方,贈 与 者 と被贈与者が贈与契約 を締結す る時

点で,始 めか ら対価の支払い を約款 として契約 内容に含 めるこ とは,四 法学派すべ て

で認め られている[al-Jaziri2001,pp.787-788].た だ し,こ れは売買契約の ヴァリエー

シ ョンにす ぎず,そ もそ も贈与の取 り消 しに否定的なハナフ ィー派以外 の三法学派 に

おいては,成 立済みの贈 与 を取 り消 し不 能な もの とす るための方策 とはみ なされてい

ない.本 碑 文 に登場 す るSa`idとAminal-Dinの 相続人達 の両者が,最 初 に不 動産

の贈与契約 を締結 した際,は た して対価 の支払 いを約款 に含 めてい たのか否か につい

ては不明であ るが,い ずれの場合で も,対 価 の支払いが成立済みの贈与の取 り消 しを

不能 とする措置に成 り得るのはハナフ ィー派法学 説においてのみで あるこ とは間違い

ない.
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最後に,こ の碑文の性格についても触れておこう.こ れまで縷々述べてきた

ように,本 碑文にはハナフィー派イスラーム法学に準拠 した契約の内容が記載

され,テ キス ト中には法学上の術語も数多 く見出される.し かしながら,本 碑

文はイスラーム法廷で作成された証書のテキス トをそのまま再録 したものとは

いえない。なぜなら,法 廷で作成される証書類は契約の当事者,契 約の種類,

対象物件,契 約締結の日付,契 約に立ち会った証人等,後 日必要に応 じて契約

の内容を再構成するために必要最小限の情報を簡潔に記録するものであ り,直

接契約内容とは関係のない「物語」を文中に記載することはないからである,そ

れでは,イ スラーム法廷文書研究の見地からみた場合,本 碑文のテキス トはど

のような範疇に含まれるものなのだろうか.

筆者(磯 貝)は これを,ハ ーンカー建設の際に間違いなく作成されているはず

のワクフ文書に添付された,関 係者の顕彰文であると推測する,筆 者は以前,

拙稿においてウズベキスタン共和国中央古文書館に所蔵される17世 紀初頭の死

地蘇生(荒 蕪地開墾のこと)文書を取 り扱った[磯 貝1999].当 該文書 は大きく

前半部と後半部に分かたれているが,前 半部が死地蘇生行為の完了,お よび,

蘇生された土地が蘇生者の私有財産 となったことを証明する純粋な証書の形式

をとっているのに対 し,お そらくこれに添付されたもの と思 しき長大な後半部

には,こ の死地蘇生行為に関係 した人々を賞賛するテキス トが 「物語」の形を

とって,そ こに様々な法学上の術語をちりばめなが ら,延 々と記載されている

のである.こ のように,証 書本体に関係者の顕彰文が添付 されるケースは極め

て稀であり,実 は筆者自身,上 述の死地蘇生文書の例以外には類似のケースを

知 らない.け れども,法 学上の術語をふんだんに使用 した 「物語」形式のテキス

トであるという特徴は,上 記死地蘇生文書の後半部 と本碑文のテキス トの類似

性を際立たせている.も しも,筆 者の推測が的を射ているとするならば,本 碑

文テキス トは紙に書かれた文書がオリジナルのはずであり,さ らに,後 者は本

来何からの証書に添付 されていたはずである.本 碑文の主題が一連の贈与契約

の記録ではなく,あ くまでハーンカー建設の記録にあったことを考慮するなら
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ば,そ の証書 とは贈与契約の証書ではな く,ハ ーンカー本体を維持運営するべ

く設定されたワクフの内容 を記す ワクフ文書でなければならないだろう.勿

論,本 碑文の性格は,当 時のモンゴル帝国内各地で建立 された他言語,他 宗教

の碑文 との関連の中で解釈するのが本来は正 しいのかも知れないが,そ れは筆

者の力量を遥かに超える作業である.こ こではイスラーム法廷文書研究の立場

からは上記のような解答を提出し得るということを示すのみにとどめ,本 節を

終えることとする.
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